学術情報センターシステムへの参加をめぐって by 若林 嘉一郎
学術情報センターシステムへの参加をめぐって
若 林 嘉一郎
ー ?
?
?
? ??
昭和59年後期からの稼動を目標として,文
部省は学術情報センターの整備を進めている｡
ここに,同センターの最重要業務は ｢学術情
報データベース ･サービス｣であり,それの
運営構造はつぎのように要約できる｡
(1) 約50種の 2次情報(ChemicalAbstract
のようfJ:オ●リジナルペーパーの加工物およ
び各種物性値,統計データ,図形情報など)
データベースの管理
(2)全国の国公私立大学図書館 (約900館)
が所蔵する1次資料目録の管理
この 2構造の適正-イブリッドにより,ユ
ーザー (各大学の教職員と学生)は情報検索
(求める情報を掲載 した書誌を探 し当てるこ
と)から目的情報 (1次資料のコピーなど)
の入手に至る一貫 した情報流通について,良
質サービスを受けることができる｡
ここに, 2次情報データベースは学術情報
中枢センターの計算機に格納されるが,この
計算機の記憶容量 (239α意バイ ト)のうちの
大部分 (208α意バイ ト)が2次情報の格納に
当てられ,1次資料用はわずかである｡処が,
2次情報の引き出 し件数は 1次資料のそれの
1/30以下(約100件/ 日)と見込まれる｡
中枢センター機 と各大学図書館の計算機(こ
れを端末機 という)を直接結合させると通信
回線の使用料がかさむ｡そこで､中枢センタ
ー機と端末機の間に地域センター桟が設置さ
れる｡二､に,地域センター機には当該地域
の大学図書館の1次資料が格納 される｡これ
に対し,端末機はきわめて小型であるため自
館の 1次情報すら収容 し切れない｡
ちなみに,中枢センター機の価格は1億円/
月レンタル,地域センター機のそれは 300万
円/月レンタル,端末機のそれは45万円/月
レンタルといわれている｡
話題をもとに戻す｡
学術情報センターシステムが完成すると,
他大学図轟館の蔵書の利用が現在よりもはる
かに容易になる｡ただし,端末館においては
自館蔵書に関する所在情報の入手にも,-一々
地域センターの援肋を受けることになる｡す
なわち,自館蔵書の利用にも通信回線使用料
を支払うのである｡
-･般には,端末館 ･地域センタ-間の距離
が短いため通信凶線使用料は低廉(ていれん)
である｡しかし‥わが北陸地方のような地域
センター候補の存在しない地区では,そうは
ゆかない｡仮 l)に.富山大学が中枢センター
と直結するとすれば, 1冊の臼館蔵書 (1
冊当りの情報量を 500バイ トと仮定)の所L/1･:
検索に約10円が必要となる｡●多くの場合, 1
冊の同書の借入を決心するまでには5-10冊
の図書情報が必要であるから, 1冊の自館蔵
書借入の費用は50- 100円と見込まれる｡
これでは,地域センターが存在 しない地区
の図書館に端末機を設置 しても効果が薄い｡
そのため,文部省はこのよ.うな図書館の電算
化は遅らせる方針であった｡
筆者は図書館長就任以来,文部省担当官に
頻繁に接触 し,わが館電算化の早期実現を陳
情 して来た｡ しかし,北陸に地域センター設
置の見込みがないため色よい返事は貰えず,
単にわが館がす ぐれた電算化構造設計の能力
を持つと認めて頂いた程度であった｡
その矢先き,富山大学の情報処理センター
設置要求が省議を通過 した｡ これは本学計算
機センター長や関係事務官の御努力と文部省
担当官の御支援の賜物である｡
ここに,情報処理センターとは研究,教育
以外に図書館業務などの処理 を目的 とする大
型計算機システム (650万円/月レンタル)
を指す｡このシステムでは自館蔵書目録のほ
か数件の図書館必要情報を格納できるため,
わが館のような地域センターのない地区の図
書館であっても､機能的に電算化できる｡
かくして,わが館は歳過電算化システムの
設計にl'りかってlf(_j並することとなった｡
#10円/冊は電謝u1線便梢時の料金であり･
専川kl1線他用のときは60Jj円/月となるO
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